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医療法人社団　回心会

ロイヤル病院　　

看護部教育体制
看護部の教育理念・目標
看護部教育理念
根拠のあるケアの実践の為に学び、高め、
質の高いケアを協働して提供できる
人材の育成を行う。
教育目標
１．高齢者看護に必要な専門的知識・技術習得の支援をする。
２．相手を思いやる人間性と高い倫理観を育成する。
３．個々の役割を認識し、リーダー/メンバーシップが発揮できる。  

 　
教育の進め方
　　　　　１．集合教育・病棟内研修・院外研修・個別教育を選択する。
　　　　　２．集合教育は教育委員会が企画運営する。
　　　　　３．カリキュラムは社会のニーズに沿ったものとする。
　　　　　４．病棟内教育は計画に基づいて所属長の権限と責任で行なう
５．院外研修は看護部長が必要と認めた内容について、適任者に示唆する。
　　　　　６．主体性を承認し、伝えることで互いに成長できるよう推進する。
　　　　　　　　　　　　　
クリニカルラダーを用いた評価

個人ポートフォリオと目標シートを用い

成果の見える教育プログラムを導入！

資料の紹介

≪全看護部職員向け≫　　態度・自己啓発考課表

≪看護師≫　看護師長/主任教育計画/目標シート

看護管理者のマネジメントラダー

看護職（看護師・准看護師）ポートフォリオ＆目標シート

看護師のクリニカルラダー

≪介護職≫　　　介護職ポートフォリオ＆目標シート　　
≪看護臨床実践能力カテゴリーとマトリックス≫

当院の看護師はⅢレベルを目指す（＊リーダー業務）
准看護師はレベルⅡを目標とする。


　　　　
　　　　　


　




当院で取り組むスペシャリスト認定制度
１．吸引スペシャリスト認定　対象:看護師　（ペアリングによる評価）
＊2019年度実績　100％合格
２．拘縮を予防する為のポジショニングケアスペシャリスト認定　対象:看護師・介護士全員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ペアリングによる評価）
＊2019年12月導入　
３．認知症ケア対応力研修受講認定　　　　　　　　
＊2019年12月実績　看護師受講率36.1％
看護管理者（師長・主任）の育成指標　
≪6つの能力指標のカテゴリー≫
 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



≪6つそれぞれの定義≫
	組織管理能力
	組織の方針を実現する為に資源活用し看護組織をつくる

	質管理能力
	患者の生命と生活、尊厳を尊重し、看護の質を組織として保証する力

	人材育成能力
	将来を見据えて看護人材を組織的に育成支援する力

	危機管理能力
	予測リスクを回避し安全の確保及び危機的状況に陥った際の影響を最小限に抑える力

	政策立案能力
	看護の質向上のために制度・政策を活用及び立案する力

	創造する能力
	幅広い視野から組織の方向性を見出し、新しいものを作り出そうと挑戦する力


≪獲得する目標レベルの管理者指標≫
	Ⅰ
	Ⅱ
	Ⅲ

	看護主任
	看護師長
	看護部長


看護職の教育計画　　　　　スケジュールの目安
	目標
	3ヶ月で指導を要さず、予定した患者（複数人のチーム）受け持ち看護師業務ができる

	経過
	入職
	1ヶ月
	2ヶ月
	3ヶ月
	～6ヶ月
	1年

	業
務
内
容
習
得
目
安

	 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


看護師の職場適応に関する支援体制
	
	看護部
	個人目標の立案・評価
	上司による面接

	3－4月
	看護部で設定した年度目標に基づき、部署の年度目標を部署全体で協議し決定する。

	５月
	□病院目標提示
　　　 　　　　
□目標管理の面接にコーチングを用いる
□目標管理シートの作成
	□　活動目標
□　個人目標立案
· 前年度の委員・係活動評価結果
担当役割の自己確認
· 今年度の目標設定
	□　支援の必要性を確認
□　目標面接
· 上司と目標の妥当性や具体的な方法についてお互い合意の上で、目標を設定する
· 師長が確認し、看護部長に提出

	1ヶ月
	
	□　目標管理シート中間自己評価し軌道修正する
· 進行度チェック
	□　必要時中間面接を行う

· 進捗状況に遅れが
ある場合など

	
	
	□実践
	□コーチング

	2－3月

	□各部署の目標評
　価提示
	□　自己評価を行い、目標管理シートに記載し上司に提出
· 自己評価と上司評価のずれについて話し合い、自己の課題を見出す。
· 最終自己評価
	□　評価（育成）面接
· 目標管理シートの評価
· 互いに妥当性について話し合い、合意の上で評価し今後の課題を明確にする。
· 達成度と今後の課題を明確にし次年度の目標設定にする
· スタッフの悩みや不満、要望を聞き、業務改善に活用する。


介護職の教育計画　スケジュールの目安　　　　介護経験者
	目標
	3ヶ月で指導を要さず、配属病棟の各勤務（夜勤業務含む）ができるようになる

	経過
	入職
	1ヶ月
	2ヶ月
	3ヶ月
	～6ヶ月
	1年

	業
務
内
容
習
得
目
安

	 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


介護職の教育計画　スケジュールの目安　　　　介護未経験者
	目標
	６ヶ月で指導を要さず、配属病棟の各勤務（夜勤業務含む）ができるようになる

	経過
	入職
	1ヶ月
	２ヶ月
	３ヶ月
	４ヶ月
	６ヶ月
	1年

	業
務
内
容
習
得
目
安
	 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


フォローアップ体制
	時　期
	担　当
	時　間
	内　容

	入職日～
１週間目
	介護長若しくは
介護主任
	１０～１５分
	・初日から1週間まで必ず声をかける
・職場適応状況確認

	1ヶ月目
3ヶ月目
	看護部長もしくは看護部長に
任命された当該師長・介護長
	１５～３０分

	・職場の指導に対する考えや意見を聴く
・看護技術に関しての不安を聴く
・技術チェックリストの進捗状況確認
・業務・技術以外の、当院のシステム及びルールの説明
・職場適応の状況確認・サポート体制の状況評価


≪資格取得実績≫(2020年1月現在)

	職種
	資格・認定等
	主催
	人数

	看護師
	医療安全管理者
	東京都
	３名

	看護師
	看護協会　セカンドレベル　
	都看護協会
	1名

	看護師
	看護協会　ファーストレベル
	都看護協会
	4名

	看護師
	東京都認知症対応力向上研修Ⅰ
	東京都他
	30名(41.6%)

	看護師
	東京都認知症ケア対応力研修Ⅱ（認知症ケア加算Ⅱ対象）
	東京都他
	22名(30.５％)

	看護師
	医療対話推進者研修
	日本医療対話協会
	１名

	看護師
	看護補助者の活用推進者のための看護管理者研修
	都看護協会
	1名

	看護師
	退院支援人材育成研修
	東京都
	２名

	看護師
	卒煙サポーター
	日本禁煙学会
	１名

	看護師
	日本セラピューティック・ケアセラピスト
	協会
	1名　


≪院外研修実績≫（2019年度分）[image: image5.png]@y




	テーマ
	開催
	参加人数

	看護セミナー　褥瘡はこうすれば治る（外用薬）
	二プロ
	1名　　師長

	プリセプター研修　中途採用者の指導
	都看護協会
	1名　　主任

	医療事故低減とRMプロセスの人的管理と実務
	日本RM協会
	4名医療安全RN

	褥瘡スキルアップ　クローズドセミナー
	スミス＆ネフュー
	1名　　師長

	西地区支部研修　呼吸器フィジカルアセスセメント
	都看護協会
	1名　　主任

	口の開けない認知症高齢者の方への食支援アプローチ
	全国高齢者施設看護師会
	2名　　介護士

	食支援のための新しい口腔ケア手技を学ぶ
	全国高齢者施設看護師会
	１名　　介護士

	輸血に関する基礎セミナー
	日本赤十字血液センター
	1名　　看護師

	認知症の人の褥瘡ケア
	ケープ
	1名　褥瘡委員

	褥瘡ケアと創傷ケア
	都看護協会
	1名　褥瘡委員

	実践にすぐ役立つエンゼルケアセミナー
	公益社
	1名　　部長

	看護人材をめぐる現状と課題
	ネスレ日本
	4名介護副主任

	看護管理者のマネジメント力の向上に向けて　スキルワークショップ
	日本臨床看護M学会
	1名　　部長

	メディカルケアサポートセミナー
	モルテン
	2名　　看護師

	看護管理者連絡協議会
	都看護協会
	1名　　部長

	拘縮予防対策研修（回心会　合同研修）　　
	院外講師理学療法士
	18名看護介護

	管理者が知っておくべきLGBTの知識
	都看護協会　笑美面
	1名　　部長

	チームリーダー研修
	都看護協会
	1名　主任

	東京都慢性期医療協会　　業務改善事例報告　１議題
	都慢性医療協会
	２名（他）


≪院内研修実績≫（2019年度分）

	月
	内容
	講師
	看護部参加者

	4月～5月
	医療安全　　接遇(ペップトーク)　個人情報保護
	看護部長・事務長
	全員（100％）

	5月～6月
	睡眠とヒューマンエラー
	院外講師
	全員（100％）

	7月
	食事口腔ケア

医療安全（ワーファリンについて）

感染対策(基本について)

認知症ケア（ユマニチュード）
	院内講師介護士

院外講師

検査科主任

看護主任
	20名
全員（100％）
全員

	8月
	ポジショニングマルチグローブ

スキンケア・オムツの当て方・正しい陰部洗浄
	院内講師介護士

院外講師
	12名

27名

	9月
	脆弱な皮膚へのアプローチ

BLS研修

褥創対策研修　褥瘡治療材料の保険制度

WOCによるMDRPUについて

CV管理について
PEG・NGチューブ管理
看護部リフレッシュ研修
	院外講師

院外研修(救命士)

院外講師

院外講師

院内講師（看護師）

院内講師看護師

師長会
	27名

15名

13名

5名部長/師長

	10月
	医療機器安全（輸液ポンプ）

感染対策（院内環境の感染対策）

膀胱留置カテーテル管理

褥瘡対策　ガイドラインに基づいた褥瘡局所療法

業務改善発表会

チューブ（気管切開）の取り扱い管理
	院外講師

看護部長・師長

院内講師看護師

院外講師

教育委員会

院内講師（看護師）
	全員（100％）

8名

13名

34名

10名

	10月

～12月
	医療安全研修　患者体験

チームで取り組む安全安楽なストレッチャー移乗/移送
	各病棟単位

リンクナース
	各病棟複数名

	11月
	医療ガス安全（酸素ガスボンベの取り扱い）

エンゼルケア（メイクの実際）　御家族の対応

信頼関係の構築

医療機器安全（除細動の取り扱いと管理について）
リーダーシップ
	院外講師
看護部長・主任
院内講師・師長

日本光電

院内講師・主任
	24名
5名主任

5名介護主任

	12月
	CV管理　
感染対策研修
効果的な面接技法
胃瘻・胃管カテーテル取り扱い
拘縮予防改善・伝達講習
	院内講師･看護師
院内講師

院内講師・部長

院内講師・看護師

院内講師・看護介護
	10名
全員
4名師長

8名
全員


≪専門誌回覧≫　　　　看護学雑誌　　『看護』　　介護学雑誌　　『介護人財』[image: image6.png]
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支援





承認





動機付け



































看護師長・看護主任レベル


主任以上





細分化した看護管理者のマネジメントラダー


Ⅰ主任　Ⅱ主任/師長　Ⅲ師長　Ⅳ部長








瞬時かつ直観的に対象や家庭のニーズや複雑な現象を捉え的確にねらいを定めたい症や家族を巻き込みながら卓越した看護サービスを提供できるレベル





看　護　実　践　能　力　評　価








病棟単位のリーダーレベル


　　　　　看護師3年目以上








様々な知識を活用しながら個別性や優先度を考慮


した計画を立て看護することが出来るレベル





専門領域における知識を深め、対象の優先度を考慮した


整合性のある計画を自力で立て実践できるレベル








チームリーダーレベル


看護師2年目以上（准看護師含む）





マニュアルを見たり助言を受けながら日常ケアに必要な


基本的知識を活用し優先度を決定し施行できるレベル





メンバーシップレベル　　　　


入職から3ヶ月以上（レベルⅠ）





挑戦





創造する能力





政策立案能力





危機管理能力





人材育成能力





質管理能力





組織管理能力





管理者に必要な


6つの能力





日勤





日勤


中番


夜勤


全て


遂行　





3ヶ月の試用期間が目安となる


受け持ち人数が本人のスキルの整合性を判断し個別性を重視し、本人と教育担当者


（役職者含む）双方が納得し安心に業務を遂行できるようサポートする。





中番








１人夜勤目標





日々リーダー





夜勤（見習い2回）　





日勤





日勤


中番


夜勤





全て


遂行　





早・遅番


　





１人夜勤目標





夜勤（見習い１回）　





3ヶ月の試用期間が目安となる


受け持ち人数が本人のスキルの整合性を判断し個別性を重視し、本人と教育担当者（役職者含む）双方が納得し安心に業務を遂行できるようサポートする。





日勤





早番


　





日勤


中番


夜勤


全て


遂行　





１人夜勤目標





遅番・夜勤研修


　





遅番・夜勤研修


　





受け持ち人数が本人のスキルの整合性を判断し個別性を重視し、本人と教育担当者（役職者含む）双方が納得し安心に業務を遂行できるようサポートする。








